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第 1節 問題の所在 




















































































































































































は，日本における主要な論文データベースである J－STAGE（検索日：2018 年 4 月 29
日），CiNii Articles (検索日：2018年4月23，25日），JAIRO（Japanese Institutional 











































































































































































































































アイデンティティ アイデンティティと職能発達の関係 2 1.8





















































































































































































































































































































第 1節 研究方法 










その結果，これらの条件を満たした2013 年度及び2014年度の T 大学での体育科研修
を行った公立小・中学校教員8名と2019 年度のN 大学での体育科研修を行った公立小学
校教員 3 名を調査対象者とした（表 1-1）。全て男性教員で教職 7 年から 21 年（平均 13












表1-1 対象教員の概要Ⅰ ＊筆者作成 
 
 




対象者 性別 年齢 教職歴 校種 他校種経験等 保健体育免許
T1 男 42 19年 小学校(3年) 中学校(16年) あり
T2 男 39 11年 小学校(8年) 教育委員会(3年) あり
T3 男 39 13年 小学校(16年) なし なし
T4 男 44 21年 中学校(17年) 小学校(4年） あり
T5 男 38 12年 小学校(12年) なし なし
T6 男 35 12年 小学校(12年) なし なし
T7 男 35 11年 小学校(11年) なし なし
T8 男 34 9年 小学校(7年) 高校（2年） あり
T9 男 36 12年 小学校(12年) なし あり
T10 男 33 11年 小学校(11年) なし あり
















表1-2 参加契機や動機に関するインタビュー時間 ＊筆者作成 
 
 





T1 25分42秒 42分26秒 68分8秒
T2 31分40秒 48分43秒 80分23秒
T3 30分05秒 48分33秒 78分38秒
T4 32分52秒 73分37秒 106分29秒
T5 26分39秒 45分32秒 72分11秒
T6 28分02秒 41分24秒 69分26秒
T7 21分22秒 41分34秒 62分56秒
T8 22分53秒 25分49秒 58分42秒
T9 21分15秒 53分54秒 74分09秒
T10 19分22秒 50分05秒 69分27秒
T11 22分20秒 44分42秒 67分02秒

















   




















（member check）（メリアム, 2004）。 
 
第 2節 結果と考察 
 継続的比較法による分析の結果，参加契機に関して，2 つのカテゴリーが生成された。
また，その中の1つのカテゴリーに2個の下位カテゴリーが生成された。参加動機に関し
ても，同様に 2 つのカテゴリーが生成され， その中の 1 つのカテゴリーに 2 個の下位カ
テゴリーが生成された。 
なお，文中の【 】はカテゴリー，＜ ＞は下位カテゴリーを示す。 
 






























表1-4 参加契機のカテゴリーと下位カテゴリーへの発言の有無 ＊筆者作成 
 
 





表1-5 【他者からの促しや支援】に関する発言 ＊筆者作成 
 
 
カテゴリー 下位カテゴリー T1 T2 T3 T4 T5 T6 T7 T8 T9 T10 T11
他者からの
促しや支援
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
加齢による
指導的役割の期待
○ ○ ○ ○ ○ ○
担任を続けたい
という意思







































































































































































































表1-7 参加動機のカテゴリーと下位カテゴリー ＊筆者作成 
 
 
表1-8 参加動機のカテゴリーと下位カテゴリーへの発言の有無 ＊筆者作成 
 
 


































T1 T2 T3 T4 T5 T6 T7 T8 T9 T10 T11
自己の授業を
相対化する機会
○ ○ ○ ○ ○
様々な学校での
授業観察
○ ○ ○ ○
体育授業研究に対する
理解度の深化






表1-9 【自己の授業を相対化する機会】に関する発言 ＊筆者作成  
 
 









































































































































































































































































































































































































































第 1節 研究方法 
第 1項 対象 









その結果，これらの条件を満たした 2013 年度及び 2014 年度の T 大学での体育科研修
を行った公立小・中学校教員7名と2019 年度のN 大学での体育科研修を行った公立小学
































（3）T 大学で長期研修を指導されていた大学教員がN 大学に異動されたこと，N 大学















表2-2 T大学とN 大学の長期研修プログラム ＊筆者作成 
 
 











対象者 性別 年齢 教職歴 校種 他校種経験等 保健体育免許
T1 男 42 19年 小学校(3年) 中学校(16年) あり
T2 男 39 11年 小学校(8年) 教育委員会(3年) あり
T3 男 39 13年 小学校(16年) なし なし
T4 男 44 21年 中学校(17年) 小学校(4年） あり
T5 男 38 12年 小学校(12年) なし なし
T6 男 35 12年 小学校(12年) なし なし
T7 男 35 11年 小学校(11年) なし なし
T8 男 34 9年 小学校(7年) 高校（2年） あり
T9 男 36 12年 小学校(12年) なし あり
T10 男 33 11年 小学校(11年) なし あり
T11 男 34 11年 小学校(11年) なし あり















































































T2 38分43秒 39分33秒 78分
T3 37分05秒 40分19秒 77分
T4 42分23秒 35分53秒 78分
T5 31分13秒 29分58秒 61分
T6 32分34秒 33分15秒 65分
T7 26分55秒 34分53秒 61分
T8 36分25秒 36分28秒 72分
T9 37分42秒 30分12秒 67分
T10 30分47秒 34分54秒 65分
T11 40分08秒 35分37秒 75分


















































を検証し，修正を加えた（peer examination）。  
第 2 に，データにおける解釈を研究対象者に参照してもらい，その妥当性を確認した
（member check）。  





































































































なお，文中の＜ ＞は概念，［ ］はサブカテゴリー，カテゴリーは【 】で示す。 
 










      授業分析の重要性
客観的データを用いた授業分析の重要性
授業内容や


































表2-6 概念における各対象者の発言の有無 ＊筆者作成 
 
T2 T3 T4 T5 T6 T7 T8 T9 T10 T11 T2 T3 T4 T5 T6 T7 T8 T9 T10 T11
体育授業に関する
       迷いやジレンマ
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
研修内容や環境的条件
   に関する迷いやジレンマ
〇 〇
指導方法や教材内容
         に関する学び
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
学習者の実態や変化 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
課題の自己認識 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
理論的知識の学び 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
学びの成果の実感 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
客観的データを用いた
       授業分析の重要性
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
授業内容やスタイルの維持 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
客観的データを用いた
 授業分析における省察経験
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
他者の授業観察
      における省察経験
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
迷いやジレンマ
    を媒介とした省察経験
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
体育授業観の問い直し
           や変容の実感
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
体育授業への動機付け 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
体育授業研究への意欲 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
学びや悩みの共有 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
研究コミュニティから
           の学びや支援
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
大学教員からの指導や支援 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
現場の教員から
    大学で学ぶ立場の変化
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
授業を追究できる
         時間的余裕
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
自身のクラスとは異なる
      クラスでの授業実施

























































































































































































































































































第 1項 カテゴリー，サブカテゴリーと概念の関連 



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































なお，文中の＜ ＞は概念，［ ］はサブカテゴリーで示す。 
 












































































































T5 T7 T5 T7
体育授業に関する迷いやジレンマ 〇 〇
研修内容や環境的条件に関する迷いやジレンマ 〇 〇
指導方法や教材内容に関する学び 〇 〇 〇
学習者の実態や変化 〇 〇 〇
課題の自己認識 〇
理論的知識の学び 〇 〇
学びの成果の実感 〇 〇 〇
客観的データを用いた授業分析の重要性 〇 〇








研究コミュニティからの学びや支援 〇 〇 〇 〇
大学教員からの指導や支援 〇 〇 〇 〇














































































T2 T4 T8 T9 T10 T2 T4 T8 T9 T10
体育授業に関する迷いやジレンマ 〇 〇 〇 〇 〇
研修内容や環境的条件に関する迷いやジレンマ
指導方法や教材内容に関する学び 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
学習者の実態や変化 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
課題の自己認識 〇 〇 〇 〇 〇
理論的知識の学び 〇 〇 〇 〇 〇
学びの成果の実感 〇 〇 〇 〇 〇 〇
客観的データを用いた授業分析の重要性 〇 〇 〇 〇 〇 〇
授業内容やスタイルの維持 〇
客観的データを用いた授業分析における省察経験 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
他者の授業観察における省察経験 〇 〇 〇 〇 〇
迷いやジレンマを媒介とした省察経験 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
体育授業観の問い直しや変容の実感 〇 〇 〇 〇 〇 〇
体育授業への動機付け 〇 〇 〇 〇 〇
体育授業研究への意欲 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
学びや悩みの共有 〇 〇 〇
研究コミュニティからの学びや支援 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
大学教員からの指導や支援 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
現場の教員から大学で学ぶ立場の変化 〇 〇 〇
授業を追究できる時間的余裕 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇






第 3項 dタイプ（能動的・積極的）の経験や学びと成長プロセスの特徴 
d タイプは，参加契機や動機として，教職歴の中で自発的な参加の契機が存在し，個人
的ニーズを優先していたことから参加意欲が高く保持されていた（能動的・積極的）に分





























































































表3-3  dタイプの研修生における各概念の発言の有無 ＊筆者作成 
 
 
T3 T6 T11 T3 T6 T11
体育授業に関する迷いやジレンマ 〇 〇 〇
研修内容や環境的条件に関する迷いやジレンマ
指導方法や教材内容に関する学び 〇 〇 〇 〇 〇 〇
学習者の実態や変化 〇 〇 〇 〇
課題の自己認識 〇 〇 〇
理論的知識の学び 〇 〇 〇 〇
学びの成果の実感 〇 〇 〇 〇 〇
客観的データを用いた授業分析の重要性 〇 〇 〇 〇
授業内容やスタイルの維持 〇 〇 〇
客観的データを用いた授業分析における省察経験 〇 〇 〇 〇
他者の授業観察における省察経験 〇 〇 〇 〇 〇 〇
迷いやジレンマを媒介とした省察経験 〇 〇 〇 〇 〇 〇
体育授業観の問い直しや変容の実感 〇 〇 〇 〇 〇
体育授業への動機付け 〇 〇 〇
体育授業研究への意欲 〇 〇 〇 〇 〇
学びや悩みの共有 〇 〇 〇 〇 〇
研究コミュニティからの学びや支援 〇 〇 〇 〇 〇
大学教員からの指導や支援 〇 〇 〇 〇 〇 〇
現場の教員から大学で学ぶ立場の変化 〇 〇 〇 〇
授業を追究できる時間的余裕 〇 〇 〇 〇
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稿末資料 
 
（1）参加契機や動機に関するインタビューガイド 
 
 
 
 
1
長期研修の制度を知ったのはいつでしょうか。また、その情報はどのようにして入手
されたのでしょうか。どなたかのご紹介でしょうか。
2 長期研修に出ようと考え始めたのは、いつ頃でしょうか。
3 長期研修を考え始めた理由とは何でしょうか。
4 長期研修の制度を利用したいと最終的に決めた際の決め手は何だったのでしょうか。
5 なぜ、長期研修の制度を利用しようと考えられたのでしょうか。
6 長期研修の制度を利用するに際して、T大学を希望された理由は何でしょうか。
7 長期研修を希望して、決定するまでの経緯を教えていただけますか。
8 長期研修を希望して、決定するまでの心的過程を教えていただけますか。
9 具体的な現場での経験で、長期研修を考えるきっかけとなったものはありますか。
長期研修への志望動機や契機について
インタビューガイド(1回目）
長期研修を決定するまでの心的過程・経緯
1
教職（　）年目の体育の授業を思い起こし、自己評価をしてください。評価で
きる点と反省すべき点をあげてみてください。
2 教職（　）年目に、よりよい授業を行いたいと考えることができましたか。
3 体育の授業の質を上げるために同僚から何か支援を受けましたか。
4
（初任者、5年、10年経験者等）研修やその他の体育科研修は、体育の授業の
質の改善に貢献しましたか。
5
他の教師の体育の授業を見る機会や授業研究に参加したことはありましたか？
それらの中で役立ったと感じたことは何でしょうか。
また、こうして欲しかったと感じたことは、何でしょうか。
インタビューガイド（2回目）
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（2）長期研修での経験や学び，成長プロセスに関するインタビューガイド 
（研修中間時） 
 
 
 
 
 
 
研修中間時
1)「今回の研究（調査）に取り組んだことは、先生にとって有意義だったしょうか？」
　「何が有意義だと感じられたのでしょうか？」
　「なぜ、それが有意義だと感じられたのでしょうか？」
2)「今回の研究（調査）に取り組むことで、
　　先生の理想とする体育授業のイメージに変化はあったでしょうか？
　「あったとすれば、それは、どのような点でしょうか？」
　「あったとすれば、その理由は何でしょうか？」
3)「今回の研究（調査）に取り組んで、
　　体育の授業の計画、立案に関して認識が変わったことはあるでしょうか？」
　「あるとすれば、それは何でしょうか？」
　「なぜ、そのように変わったのでしょうか？」
4)「今回の研究（調査）に取り組んだことで、
　　授業中の教師行動に対して認識が変わったことはあるでしょうか？」
　「あるとすれば、それは何でしょうか？」
　「なぜ、そのように変わったのでしょうか？」
5) 「今回の研究（調査）に取り組んだことで、
　　　　　　　　　　　　　　児童生徒に対する認識に変化があったでしょうか？」
　「あるとすれば、それは何でしょうか？」
　「なぜ、そのように変わったのでしょうか？」
6)「今回の研究（調査）に取り組む過程で、
　　大学院生や大学のスタッフとの情報交換で役に立ったと感じたものがあったでしょうか？」
　「あった場合、それは、どのようなことだったでしょうか」
　「情報交換を通して､実際に授業で試されたことと試せなかったことがあったでしょうか？」
　「なぜ、そのように感じられたのでしょうか？」
7)「今回の研究（調査）に取り組む過程で、
　　管理職を含め、在籍校の同僚との関係に何か変化があったでしょうか？」
　「あるとすれば、それは何でしょうか？」
　「なぜ、そのように変わったのでしょうか？」
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（研修終了時） 
 
 
 
 
 
 
 
 
研修終了時
1)「今回研修に来られたことは、先生にとって有意義だったしょうか？」
　「何が有意義だと感じられたのでしょうか？」
　「なぜ、それが有意義だと感じられたのでしょうか？」
2)「研修に来られ、色んな人たちと話したことは、先生にとって有意義だったしょうか？」
　「誰と話したことが有意義だったのですか？」
　「何が有意義だと感じられたのでしょうか？」
　「なぜ、それが有意義だと感じられたのでしょうか？」
3)「今回の研修で、先生の理想とする体育授業のイメージに変化はあったでしょうか？」
　「あったとすれば、それは、どのような点でしょうか？」
　「あったとすれば、その理由は何でしょうか？」
4)「今回の研修で、体育の授業の計画、立案に関して認識が変わったことはあるでしょうか？」
　「あるとすれば、それは何でしょうか？」
　「なぜ、そのように変わったのでしょうか？」
5)「今回の研修で、授業中の教師行動に対して認識が変わったことはあるでしょうか？」
　「あるとすれば、それは何でしょうか？」
　「なぜ、そのように変わったのでしょうか？」
6)「今回の研修に取り組む過程で、
　　大学院生や大学のスタッフとの情報交換で役に立ったと感じたものがあったでしょうか？」
　「あった場合、それは、どのようなことだったでしょうか」
　「情報交換を通して､実際に授業で試されたことと試せなかったことがあったでしょうか？」
　「なぜ、そのように感じられたのでしょうか？」
7)「今回の研修に取り組む過程で、
　　管理職を含め、在籍校の同僚との関係に何か変化があったでしょうか？」
　「あるとすれば、それは何でしょうか？」
　「なぜ、そのように変わったのでしょうか？」
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